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１                              問題のページへ 

(1) 0)( ＞xf ¢ より, )( xf は 0≦x≦1 において単調に増加するので, 0≦x＜t で
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［解 説］ 
絶対値のついた関数を積分する問題です。ただし, 0)( ＞xf ¢ という条件があるため, 

煩雑な計算は必要ありません。 

t 0 … 2
1  … 1 

)( tI ¢   － 0 ＋  
)( tI       



2001 筑波大学（理系）前期日程  解答解説 

© 電送数学舎 2001 －2－ 

２                              問題のページへ 
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［解 説］ 

はさみうちの原理に加えて, 区分求積法も利用し, 極限値を証明する問題です。う

まい誘導がついています。 
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３                              問題のページへ 
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［解 説］ 

以前はよく出題されていた水の問題に久々に出会いました。演習する価値のある問

題です。 
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４                              問題のページへ 

(1) 11 2 -+ += nnn caaa ………①, 12 6)12( -+ ++= nnn aaca ………② 
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3=b のときも, 1-=b のときも, ともに題意を満たす。 
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［解 説］ 

漸化式と行列の n 乗の融合という以前よく出会った問題です。前問にひき続き懐

かしいという感じがします。 
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５                              問題のページへ 

(1) 直線 lの方向ベクトルを )sin,cos( qq とすることが

できるので,  

)sin,cos()0,1(),( qqtyx +=  

  )sin,cos1( qq tt+=  

122 22 =- yx に代入して,  

1sin2)cos1(2 222 =-+ qq tt  

01cos4)sincos(2 222 =++- qqq tt  

01cos42cos2 2 =++ qq tt ………(＊) 

q は
4
p の整数倍でないので, 02cos ¹q となり,  

2)1cos2(2cos42cos2cos44 222 =--=-= qqqqD  

D＞0より tは 2つ存在し, 直線 lは双曲線 Cと相異なる 2点で交わる。 

(2) (＊)の解を ba ,=t とすると, )sin,cos1(P qaqa+ , )sin,cos1(Q qbqb+

となり, 解と係数の関係より,  

q
qba

2cos
cos2-=+ , 

q
ab

2cos2
1=  

よって, 222 )sinsin()cos1cos1(PQ qbqaqbqa -+--+=  

    abbabaqbaqba 4)()(sin)(cos)( 222222 -+=-=-+-=  

    
qq

qq
qq

q
2cos

2
2cos

2cos2cos4
2cos

2
2cos

cos4
22

2

2

2

=
-

=-=  

(3) (2)と同様にして, 
( ) ( ) qpqpq 2sin

2

2
2cos

2

4
2cos

2RS
222

2 =
+

=
+

=  

したがって, 
22 RS

1
PQ

1 +
2
1

2
2sin

2
2cos 22

=+=
qq

 

 

［解 説］ 

一般的に計算量の多い 2次曲線と直線の関係についての問題です。媒介変数を利用

して, 計算量を減らす工夫がポイントです。 
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